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第105図 第96号住居跡・出土遺物

第81表 第96号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率（％） 備考・出土位置
1 須恵器高台付碗 (12.4) 5. 5 (6.4) EHJ 良好 灰 20 カマド 器形の歪み大き い
2 須恵器 高台付碗 (3.3) 8. 3 AEHJ 普通 にぶい褐 70 カマド 酸化焔焼成
3 土師器 坪 12. 8 3.8 8.0 DEHJ 普通 にぶい橙 70 カマド
4 土師器坪 12. 6 3. 7 7. 0 EHJ 普通 褐 90 カマド
5 土師器杯 (12. 6) (3.4) ADEHJ 普通 にぶい赤褐 20 カマド
6 土師器甕 (20. 0) 25. 5 3. 6 ABDEH 普通 にぶい褐 40 カマド
7 鉄製品 残存長9.4cm 最大幅3.3cm 厚さ0.2cm 重さ38.7g 破片 用途不明品 （刃物？ ）
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第97号住居跡

1 明褐色土 焼土粒・ロームプロック多最

2 暗灰褐色士 焼士粒 ・焼士プロック多批

3 暗茶褐色士焼士粒多量

4 茶褐色士 焼土プロック多黛

5 暗褐色士 焼士多批

6 暗茶褐色土 焼土粒 ・ローム粒 ・白色粒子を均ーに含む

7 暗褐色土 焼土粒微藷

゜水糸標高＝53.lm

勺

＜ ． 

□ 
ロロニフ／

~3 

□/  
10cm 
1 : 4 

2m 
1 : 60 

第106図 第97号住居跡・出土遺物

第82表第97号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器商 底径 胎土 焼成 色調 残存率(%)| 備考・出土位置

1 須恵器杯 (13.0) (4.4) EHJ 普通 灰 10 

2 須恵器坪 (12. 0) (3.1) EHJ 普通 灰 15 

3 須恵器坪 (2. 0) (6.0) HJ多 普通 灰 40 

4 土師器坪 (14. 0) 3. 6 (10. 0) ABDEHJ 普通 にぶい赤褐 10 

2. 78mである。床面までほとんど削られていた。

主軸方向は、 N-91°-Eを指す。

床面は全面に貼り床が施されていた。覆土の状況

はわからない。壁溝は検出されなかった。ピットは

複数検出された。西側の 2基は柱穴の可能性がある

が他はわからない。床下士渡はカマドの前に 1基検

出された。ロームブロックを多く含んだ暗褐色土で

埋められていた。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

土壊状に掘り込まれ壁外に出ているが、底面の高さ

も一定で煙道との区別がつかない。火床面は床面よ

り低かったと考えられる。カマド内には、構築材と

して使われていたと考えられる片岩が散乱していた。

また、カマド前にも大きめの片岩が見られた。袖は

確認されなかった。

遺物は、片岩以外は出土しなかった。時期を推定

できる遺物は出土しなかったが、住居跡の形態から

9 ~10世紀頃と考えておきたい。

第93号住居跡 （第103図）

調査区の東側、 X-57• 58グリッドに位置する。

第98号住居跡、第134号土壊と重複関係にある。第

134号土壊より古い。第98号住居跡との関係は、当

初本住居跡のほうが新しいと考えていたが、遺物を
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水糸標高＝53.4m
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第100号住居跡
1 暗褐色土 焼土粒少最、ローム粒
2 暗灰褐色土粘土質、焼土粒多最
3 暗褐色土 焼士粒・焼土プロック ・ローム粒
4 焼士プロック
5 暗褐色士 焼士粒・ ローム粒
6 暗褐色士 焼士粒・ 炭化粒・ローム粒
7 暗褐色士 焼土粒 ・炭化粒多嶽
8 暗褐色士 焼士粒少量 ・ローム粒
9 暗褐色士 ローム粒 ・ロームプロック（掘方埋土）
10 暗褐色士 ロームプロック多量（掘方埋土）
第99号住居跡
II 暗褐色土 焼土粒少壼 ・ローム粒
12 暗褐色土 焼土粒・炭化粒 ・ローム粒
13 暗褐色土 ローム粒 ・ロームプロック
14 暗褐色土 ロームプロック多枇

゜
名m
1 : 60 

第107図第99• 100号住居跡

第83表 第99• 100号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率（％） 備考・出土位置
1 須恵器坪 (13.2) 4.4 6. 6 AEHJ 普通 灰 60 SJ99 • lOONo. 1 
2 須恵器 高台付皿 (13.0) 2. 6 6.4 EHJ 良好 灰 60 SJlOO やや歪みあ り
3 須恵器 高台付碗 (3. 5) 8.3 EHJ 良好 灰 70 SJ99No. 5 
4 須恵器 高台付碗 (2. 0) 9.2 ABEHJ 普通 灰 90 SJ99 • lOONo. 3 
5 須恵器 碗 (1. 8) 6. 0 AHJ 普通 にぶい黄橙 70 SJ99 
6 須恵器皿 (1. 5) 6. 2 AEHJ 普通 にぶい黄橙 40 SJ99 酸化焔焼成
7 土師器坪 (11. 6) 3.3 8.6 AEHJ 普通 にぶい橙 50 SJ99 
8 土師器坪 (11. 6) (3. 0) (8. 6) EHJ 不良 にぶい橙 30 SJ99カマド磨耗著しい， 土師器坪 (11. 6) (3.4) BEH 不良 橙 20 SJ99壁溝磨耗著しい
10 土師器坪 (11. 0) 3.4 (8.0) EHJ 普通 褐 15 snoo 
11 土師器 杯 (12. 0) 3. 6 (6. 6) AEH 普通 にぶい橙 30 SJ99 
12 土師器 甕 (22. 0) (6. 8) ABEH 普通 にぶい橙 10 SJ99壁溝
13 土師器 甕 (18.6) (6.2) ABDEH 普通 にぶい赤褐 30 SJ99 • lOONo. 4 
14 土師器 鉢 (24.0) (7.3) ABEH 普通 褐 10 SJ99カマ ド
15 手づく ね土器 (5. 2) 3.1 BDEH 普通 にぶい橙 60 SJ99 
16 土師器高杯 (16. 0) (4. 9) ABEHJ 不良 橙 30 SJ99 やや歪みあ り
17 土師器 高杯 (7. 2) ABDEHJ 普通 にぶい赤褐 40 SJ99 • lOONo. 2 
18 鉄製品 全長14.8cm 刀身長6.9cm 刃部幅1.5cm 縁金具直径2.Dem 破片 SJ99 • lOONo. 6 刀子 重さ75.2g
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第108図 第99• 100号住居跡出土遺物

見ると第98号住居跡の遺物のほうが新しい。出土遺

物が極端に少なくこれだけで比較するには無理があ

るかもしれないが、第98号住居跡が新しい可能性も

あると考え土層断面図には点線で立ち上がりを入れ

ておいた。

平面形は歪んだ長方形である。規模は長軸5.14m、

短軸3.32m、深さ0.12mである。主軸方向は、 N-

94° -Eを指す。

床面は貼り床状に踏み固められた感じで平坦であ

る。壁溝は検出されなかった。ピットも確認されな

かった。カマド左側の壁は浅い段状になって張り出

しているが、これが住居跡に伴う棚状の施設なのか、

別遺構の重複なのかは確認できなかったがカマドを

外していること、北側は住居跡の壁の延長上にある

ことから、住居跡に伴う施設の可能性が高いと考え

られる。覆土は自然堆積である。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。第134号

土壊が右側に重複しているが、カマド掘り方は土城

底面下に検出された。燃焼部は土渡状に掘り込まれ、

壁から少し出ている。火床面は床面からだいぶ下が
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っていたようである。床面と ほぽ同じ高さには天井

部の崩落土が堆積している。袖は確認されなかった。

貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は、第98号住居跡と一括であるが、土師器杯、

須恵器杯などが少量出土している。図化できたのは

わずかである。

第94号住居跡 （第104図）

調査区の東端、 W-58、X-58グリッドに位置す

る。他の遺構との重複はないが、東側は調査区域外

にかかる。

平面形は長方形である。規模は長軸3.86m、短軸

2.82m、深さ0.07mである。主軸方向は、 N-100°

-Eとなる。床面はほぼ平坦であるが住居跡中央部

が踏み固められていた。壁溝はカマドのある東壁と

南壁のカマド側を除いて廻っていた。ピットは検出

されなかった。床下土城は、カマドの右側を除く住

．
 

ン

f

ー
三
SJ 1 0 1 

..:I 

c' 

居跡の各隅に検出された。ローム混じりの黒褐色土

で埋め戻されていた。また、東側の床下は、住居跡

の掘り方と思われるが階段状に低くなっており、ロ

ームブロックを多量に含む暗褐色土で埋められてい

た。

カマドは東壁に造られていたが先端は調査区外に

かかっていた。燃焼部は住居跡の掘り方と同じ深さ

に掘られ、埋められている。火床面は床面と同じ高

さである。袖は検出できなかった。

貯蔵穴はカマド右に検出された。

遺物は、土師器の江・甕が出土している。

時期は 9世紀前半である。

第95号住居跡 （第96図）

調査区の中央、 X-53グリッドに位置する。第86

• 199号住居跡と重複関係にあり、本住居跡が最も

新しい。遺構の北側は調査区域外にかかる。

．
 

•V 

<(| 

c
 

c' B

-

頭』

第10 1号住居跡
1 暗茶褐色土 ローム粒 ・焼士粒 ・焼士プロック多俵、

暗灰褐色土プロック少最
2 暗灰褐色土 焼土多最
3 暗灰褐色土 焼土 ・炭化物多貸
4 暗褐色士 焼士多最

水糸標高＝53.0m
0 2m  
’’  1 60 

第109図第101号住居跡
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第84表 第101号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率（％） 備考・出土位置

1 灰釉碗 (12.8) 4.3 (7.0) EH 良好 灰白 40 つけがけヘラキリ 東濃大原 墨書か？
2 灰釉皿 (1. 9) (6. 0) H 良好 灰白 15 ハケヌリ ヘラキリ 猿投 K-90
3 ロクロ 高台付碗 13.3 5.2 6. 6 BDEHJ 普通 にぶい黄 100 No.8 
4 須恵器高台付杯 (3. 9) EHJ 普通 灰 40 推定底径7cm 
5 須恵器高台付皿 12.6 (2. 2) (5. 9) EHJ 普通 灰白 95 No. l 高台部剥離
6 須恵器高台付皿 12. 5 3.3 5.7 EHJ 普通 黒 100 No.2 
7 土師器杯 (3.4) 6.2 BEHJ 普通 にぶい赤褐 60 カマド
8 土師器杯 (13. 0) 4.1 (6.2) ABDEHJ 普通 にぶい赤褐 30 ， 土師器杯 (13.6) 4.2 (5. 6) DEH 普通 にぶい赤褐 40 内外面一部黒色処理
10 土師器坪 (11. 6) 3.9 (7. 0) BEH 普通 赤褐 20 No.3カマド歪み有り
11 須恵器瓶 (5.8) DEHJ 普通 灰白 30 推定底径7cm 
12 土師器甕 (12.2) (8.1) ABEH 普通 にぶい赤褐 45 カマド
13 土師器台付甕 (11.1) ABEH 普通 にぶい赤褐 40 カマド
14 土師器甕 17.8 (20.2) ABDEHJ 普通 にぶい赤褐 70 カマドNo.3• 4 
15 土師器甕 (20. 0) (9.0) ABDEHJ 普通 にぶい橙 10 
16 土師器甕 (20. 0) (5. 0) ABDEH 普通 にぶい赤褐 20 カマド
17 土師器甕 (20. 0) (9.8) ABDEH 普通 にぶい赤褐 60 カマドNo.4
18 土師器甕 (10. 6) 4.0 ABEH 普通 にぶい赤褐 20 カマドNo.4
19 土師器甕 (4. 5) 3. 0 ABDEHJ 普通 にぶい橙 60 カマド 歪み大きい
20 支脚 残存長29.1cm 幅10.5cm 厚さ5.8cm 重さ2,831g 90 カマドNo.6
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平面形は不明であるが、方形であろうか。規模は

東西方向3.32m、南北方向は1.96m検出された。深

さ0.3mである。主軸方向は、 N-77°-Eとなる。

床面は平坦である。壁溝は検出された範囲では廻

っている。おそらく全周するものと思われる。ピッ

トは住居跡の南隅に 1基検出されたが、柱穴かどう

か断定できなかった。

カマドは東壁に造られていた。壁をわずかに掘り

込んでいる。掘り方を軽く埋めた後火床面としてい

る。火床面は床面より低く、しっかりした灰層が残

っていた。やや奥には支脚も残されていた。袖はき

ちんとした形では残っていなかったが、カマド周囲

に白色粘土が散布していた。この粘土を使ってカマ

ド上部を構築していたと考えられる。

貯蔵穴はカマド右に掘り込まれていた。大きさは

80cmX60cmの楕円形で、深さは約20cmであった。

遺物は、土師器の坪．甕・台付甕、須恵器の碗や

羽釜などが出土している。時期は10世紀である。

゜
10cm 
1 : 4 

第111図 第102号住居跡・出土遺物

第85表 第102号住居跡出土遺物観察表

番1%I土師器器；？す甕 1口］至 1言烹I：悶 I：::]::I に竺門橙 1残存：（％） 備考・出土位置
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第10 3号住居跡
1 暗茶褐色土 焼土粒・焼土プロック・炭化物粒子多産
2 灰茶褐色土 焼土粒 ・プロック少坦
3 茶褐色士 焼土粒 ・プロックを含む

4 暗灰褐色土 焼土粒・焼土プロック・灰多祉
5 暗褐色土 焼土粒・炭化粒少捻

第11 0号住居跡
6 暗掲色士 焼土粒少嚢
7 暗褐色士 ローム粒少盤
第11 0号住居跡貯蔵穴
1 暗褐色土 焼土・炭化粒多塁
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第112図第103• 110号住居跡
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第113図 第103• 110号住居跡出土遺物

第86表 第103• 110号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器局 底径 胎土 焼成

1 須恵器坪 (12.0) (3.8) EHJ 良好

2 須恵器高台付碗 (5. 0) 6. 3 EHJ 良好
3 ロクロ 高台付碗 (3. 2) 6.7 AEHJ 普通
4 ロクロ 高台付碗 (14. 0) 5.5 6.5 ABEH 普通
5 土師器坪 (12. 8) 4.2 6.6 ABEH 普通
6 土師器 甕 (18. 0) (5.0) BDEHJ 不良

7 土師器 甕 (20. 0) (8.4) ABDEHJ 普通

8 土師器甕 (20.0) (5.4) ABDHJ 普通

第96号住居跡 （第105図）

調査区の北東側、 V-56• 57グリッドに位置する。

他の遺構との重複はない。西側は調査区外にかかる。

平面形は長方形と推定される。規模は東西方向が

2.52m検出された。南北方向は2.78mである。深

さは0.09mである。主軸方向は N-104°-Eを指す。

床面は平坦で、壁溝はカマドの右側を除いて廻っ

ているようである。ピットは 3基検出された。いず

れもやや浅く壁際によっているが柱穴になるものと

考えられる。覆土は自然堆積である。床下土壊は 1

基検出された。120cmX 106cmの不整円形で深さは 5

cmであった。

カマドは東壁のやや南寄りに造られていた。燃焼

部は士城状に掘り込まれ、壁から突出している。掘

色調 残存率（％） 備考 ・出土位置

灰 15 SJ110 貯穴
黄灰 80 SJ103 No. l 
にぶい褐 70 SJllO 貯穴

褐 30 SJ103 

橙 30 SJ103 
にぶい褐 25 SJ103 カマド
にぶい赤褐 20 SJllO 貯穴
にぶい赤褐 45 SJ103 カマド

り方底面はほとんど下がらず直接火床面としている。

火床面は床面とほぼ同じ高さである。袖は確認でき

なかった。

遺物は、土師器の坪・甕、須恵器高台付碗が出土

している。

時期は 9世紀後半である。

第97号住居跡 （第106図）

調査区の北東側、V-56グリッドに位置する。第

129号住居跡、第131• 146号上壊と重複関係にあり、

第131号土壊より古く、第129号住居跡、第146号土

壊より新しい。西側は調査区外にかかる。

平面形は長方形と推定される。検出されたのは南

北方向が2.72mで、東西方向は2.04m まで確認し
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第10 5号住居跡
1 暗褐色土 黒色土・灰褐色土の混合層。白色粘土粒子 ・ローム粒子

・焼士粒子少拭、炭化物粒子・マンガン若干

2 暗赤褐色士 暗褐色士 ・焼士小プロック ・粒子 ・ローム細粒子多址

3 暗褐色土 ローム小プロック ・焼士粒子を若干

4 暗褐色土 l屑に似る、ローム粒子 ・白色粘士粒子多拭、やや褐色士

多い。焼土粒子若千

5 暗茶褐色士 灰褐色士・小プロック及び粒子多祗、ロームプロック大

を数点、焼士粒子 ・炭化粒子若千

水糸標高＝53.3m゜
2m 
’’ 1 : 60 

第114図 第105号住居跡・出土遺物

第87表 第105号住居跡出土遺物観察表

番1号1土師器：重 口径 I戸I底］蚤に二ね：Iに口ニ褐 ］；％）I把手部分のみ備考出土位置

た。深さは0.09mである。主軸方向は、 N-109°―

Eを指す。

床面は平坦で、壁溝はカマドの両側以外は廻って

いるようである。ピットは4基検出された。柱穴の

可能性がある。

カマドは東壁のやや南寄りに造られていた。壁を

掘り込み壁外に張り出している。掘り方は土墟状と

いうよりは皿状で緩やかである。火床面は床面と同

じ高さであり、天井崩壊土が顕著に見られた。袖は

右袖が残っていたが残りが悪く短い。

遺物は、土師器杯、須恵器杯が出土した。時期は

9世紀前半としておきたい。

第98号住居跡 （第103図）

調査区の東側、 X-57グリ ッドに位置する。第93

号住居跡と重複関係にある。第93号住居跡といっし

ょに掘り下げてしまったため残存状態はよくなく、

深さもほとんどない。第93号住居跡の項で述べたと

おり重複関係が不明確な所がある。

平面形は長方形である。規模は長軸2.44m、短軸

1. 98mである。主軸方向は、 N-100°-Eを指す。

床面は、中央部に硬化面が現れた。壁溝はなかっ

た。ピットも検出されなかった。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。土壊状の

掘り込みの底面が検出された。燃焼部は壁を掘り込

んで外側に出ていた。カマドの前面には硬化面に続

くまで焼土が残っていた。
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第 10 6号住居跡
1 暗褐色士 焼士 ・プロック・ 灰色粘士 ・炭化粒少黛
2 暗褐色士 焼士粒少黛、ローム粒 ・プロック含む

水糸標高＝53.2m ゜
2m 
＇ 1 : 60 

10cm 
1 : 4 

第115図 第106号住居跡・出土遺物

第88表第106号住居跡出土遺物観察表

胃□2 須恵器甕 昌イ［）l竺I底］至 1B□IJI::Iに：門褐 1残存:(%)Iカマト
EHJ良好 灰 破片

備考・出土位置

遺物は、第93号住居跡と一括であるが、土師器杯

などが出土している。時期は 8世紀前半である。

第99号住居跡（第107図）

調査区の中央、 Z-50グリッドに位置する。第100

• 117 • 122 • 128号住居跡と重複関係にあり、第100

号住居跡より古く、他の住居跡より新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸5.20m、短軸

4.22mである。主軸方向は、 N-86°-Eを指す。

床面まで削平されておりほとんど壁はない。壁溝

は全周する。ピットは 3基検出された。北側の 2基

は60cmほどの深さがあり柱穴と思われる。

カマドは東壁のやや南寄りに造られていた。燃焼

部は、土壊状に掘り込まれ張り出している。上部は
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第10 7号住居跡カマド
1 暗黄褐色土 暗褐色土 ・黄灰色粘土小プロック ・ロームプロック（小）

多址、 炭化粒・焼土細粒微址、上層住居掘り方

2 暗褐色士 茶褐色士 ・焼土粒子 ・ローム粒子多最

3 暗黄褐色士 黄灰色粘士プロック ・ローム小プロッ ク多菰、鉄分 ・焼土粒子

を含む

゜水糸標高＝53.3m
2m  
1 : 60 

第116図第107号住居跡

第100号住居跡のカマドが重複しており、天井部の

崩落土等は不明である。袖は確認できなかった。柱

穴と考え られるものは確認できなかった。

遺物は、第100号住居跡と一括であるが、 16• 17 

は混入である。15も混入と思われる。時期は 9世紀

前半であろうか。

第100号住居跡（第107図）

調査区の中央、 X-57グリッドに位置する。第99

• 117 • 122 • 128号住居跡と重複関係にあり、最も

新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸2.80m、短軸

2.40m、深さ0.15mである。主軸方向は、 N-87°

-Eを指す。

床面は平坦で、壁溝は西壁際に認められた。ピッ

トは 3基検出された。いずれも15cm前後と浅いが柱

穴の可能性はあると思われる。床下土城はカマド右

側に検出された。深さは10cm程度である。

カマドは東壁の北寄りに造られていた。燃焼部は

土墟状に掘り込まれ、突出している。火床面は床面

よりやや低い。袖は左袖が確認された。長さ20cmと

短い袖である。

貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は、第99号住居跡と一括であるが、土師器の

杯・甕、須恵器の杯が出土している。2• 10が本住

居跡に伴うと考えられる。金属製品では、刀子が出

ている。

時期は 9世紀後半と考えておきたい。

第101号住居跡（第109図）

調査区の北東側、 V-57、W-57グリッドに位置

する。他の遺構との重複はない。

平面形は長方形である。規模は長軸4.00m、短軸

3.52m、深さ0.24mである。主軸方向は、 N-104°

-Eを指す。

床面は平坦で、壁溝はカマドの脇を除いて全周す

る。覆土は自然堆積と思われる。柱穴と考えられる

ものは確認できなかった。床下土堀は、大きさ90cm
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第117図 第107号住居跡出土遺物

第89表 第107号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成

1 土師器坪 12. 2 5. 5 3.1 BDH 普通

2 土師器皿 12. 8 3.4 3.4 ABDEH 普通

3 土師器坪 13. 3 3.8 ABEH 普通

4 土師器鉢 13.5 7.2 5. 0 BDHJ 普通

5 土師器高杯 (19. 0) 16.1 18.9 ABDEHJ 不良

6 土師器壺 18.4 (8. 7) ABEHJ 普通

7 土師器甕 18. 2 28.9 5. 8 AHJ 不良

X80cm、深さ30cmで埋め戻されていた。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

土壊状に掘り込まれ、壁外に突出している。火床面

は床面とほぼ同じ高さである。袖は両側で検出され

たが左右とも短い。袖の内側には両袖とも補強材と

して片岩が使用されていた。カマド内からは甕が支

脚にかけられたままつぶれた状態で出土した。貯蔵

穴はカマドの右側にあり、長径80cm、短径70cmであ

る。

色調 残存率（％） 備考・出土位置

明褐 100 No.5 内面ヘラミガキ (3本確認）

橙 100 No. l 内面ヘラケズリ後ヘラミガキ

橙 100 No.9 内面やや磨耗する

明赤褐 100 No.6 

橙 70 No.8 磨耗著しい

にぶい赤褐 90 No.3 

にぶい橙 80 No. 2, No. 4, No. 7 

遺物は、土師器の坪 ・台付甕．甕、須恵器の高台

付坪、灰釉陶器の碗などが出土している。時期は10

世紀である。

第102号住居跡 （第111図）

調査区の北東側、 V-58、W-58グリッドに位置

する。第125号土城と重複関係にあり、これより古

い。東側は調査区外に出る。

平面形は長方形と推定される。検出されたのは南
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第10 8号住居跡
1 暗褐色土 ローム粒・焼土粒を含む

2 暗灰茶褐色土 焼土粒・プロック多址

3 黒褐色土 焼土粒 ・炭化粒多秘

4 暗茶褐色士 焼士微粒子微拭

5 黄白色士 ロームで構成

6 暗掲色土 焼土粒 ・ローム粒をまばらに含む

7 暗茶褐色土 ローム多散

゜水糸標高＝52.8m

2m  
1 : 60 

sJ 108冗

SJ 121 
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第118図 第108• 121号住居跡 ・出土遺物

第90表 第108号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率（％） 備考・出土位置

1 須恵器坪 (13. 6) 3.3 8.5 EHJ 不良 灰 60 No.3 底部磨耗著しい

2 須恵器坪 (13.6) 3. 2 (8.2) ADEH 良好 灰黄 40 No.4 

3 土師器杯 12.6 3. 5 ABDEHJ 普通 にぶい橙 70 No.2 

4 土師器坪 (14.0) (4.0) DEH 普通 橙 25 No. l 

5 土師器甕 (22.0) (6. 0) BDEH 普通 橙 10 カマド

6 鉄製品 残存長4.70cm 断面一辺0.5cm 重さ15.3g 破片 棒状不明品

第91表 第121号住居跡出土遺物観察表

番7%I土師器器；重 1 口］t|門悶 19悶Iぷ喜i1：ご I に：］勺角褐 1残存：（％）l壁溝内
備考 ・出土位置
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第 IO9 • I I 3号住居跡
1 暗褐色土 ローム粒多景、焼土粒少嚢
2 暗茶褐色士 (3府よりやや暗）、ローム粒 ・焼土粒 ・白色粒子多羹
3 暗茶褐色土 ローム粒・焼土粒 ・焼土プロック ・白色粒子多杖
4 暗褐色士 ローム粒を含む
5 暗茶褐色土 焼土粒・プロック多黛、灰褐色プロックを含む
6 暗茶褐色土 焼土粒を含む
7 9音褐色上 ローム粒を僅かに含む
8 暗茶褐色土 ローム粒多髪
9 暗褐色土 ローム粒を含む
10 暗茶褐色士 焼土粒を含む
11 灰白色士 焼土粒 ・焼土プロックを含む

12 焼士函 焼土プロック多祉
13 暗灰白色土焼土粒多量
14 灰茶掲色土焼上粒・焼土プロック多藷
15 焼土層 灰白色土プロック少最
16 炭化物府 焼土粒少黛
17 灰茶褐色土焼土粒少最
18 灰茶掲色土 焼土プロック少負、ポソポソ
19 灰茶褐色士 焼士粒・炭化粒を含む
20 灰白色士 混入物をあまり含まない
21 焼土囲 焼土プロック ・焼土粒多嚢
22 茶褐色土 焼土粒を含む
23 暗茶褐色土 ローム粒 ・焼土粒を含む

(3陪より少ない）

第II 3号住居跡カマド
1 灰色粘質 焼士粒 ・暗褐色粒 ・プロック少祉
2 暗褐色土 灰色粘質士 ・焼士粒少拭、 迫物含む
3 暗褐色士 焼士プロック ・炭化粒多虻
4 灰層
5 暗褐色士 やや砂質、焼土粒少紐（煙道部掘り方）
6 よごれた褐色土 ロームプロック多訊、焼土粒少量

（カマド掘り方埋土）

水糸標高＝52. ~

゜
名m
1 : 60 

第119図 第109• 113号住居跡

北方向3.04m、東西方向は2.32mである。深さは0.08

mである。主軸方向は、 N-13°-Eを指す。

床面はほぼ平坦で、壁溝は西辺と南辺の途中まで

検出された。ピットは壁際を中心に複数検出された

が、すべてが本住居跡に伴うかどうかわからない。

主柱穴も特定できなかった。

カマドは検出できなかった。おそらく調査区外の

東壁に造られていると考えられる。

遺物は、土師器の台付甕の台部が出土している。

時期はよくわからないが9世紀であろう 。

第103号住居跡 （第112図）

調査区の北東側、 U-58、V-58グリッドに位置

する。第110号住居跡と重複関係にあり、本住居跡

は第110号住居跡を拡張したものである。

平面形は歪んだ方形である。規模は長軸3.76m、
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第120図 第109号住居跡出土遺物

第92表 第109号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率（％） 備考・出土位置

1 須恵器坪 14. 2 4.0 7.8 EHJ 良好 灰白 75 No.6 • 10 

2 須恵器杯 (12. 6) (3.3) FHJ 良好 灰 30 No.10 • 16 南比企産

3 土師器坪 (13. 0) (3. 0) ADEH 普通 橙 20 

4 擦り石 長さ6.8cm 幅7.3cm 厚さ2.7cm 重さ93.Sg 100 

第93表第109号住居跡出土編物石計測表

番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 残存 備考・出土位置

5 9.6 4.5 2. 7 192. 6 片岩 100 No. l 

6 9.6 3.4 2. 5 143.8 砂岩 100 No.2 

7 10. 5 4.6 1. 6 90. 9 片岩 100 No.3 

8 10.8 3.9 1.8 111. 6 片岩 100 No.4 ， 11. 7 3.3 3. 0 172. 6 片岩 100 No. 7 
10 10. 5 2.3 1. 6 90.0 片岩 100 No.9 

11 13.8 3.2 1. 9 143. 3 片岩 100 No.11 

12 8.6 3.0 2.4 112. 7 片岩 100 No.12 

13 9.4 4.2 1. 9 109. 5 片岩 100 No.13 

14 11. 5 3.7 2. 3 164. 0 片岩 100 No.14 

15 13.4 3.5 1. 8 116.4 片岩 100 No.18 

16 9.6 2.8 2. 3 111. 5 片岩 100 No.17 

17 8.3 3. 2 2. 3 86. 5 砂岩 100 No.19 

18 7.4 2.4 2.0 53. 7 片岩 100 No.20 

19 10. 0 3.8 1. 9 128.0 片岩 100 No.21 

20 7.3 3.0 2.3 78. 5 片岩 100 No.21 

21 10. 2 4, 2 1.8 109.2 片岩 100 No.22 

22 10.4 3.6 1. 9 114. 5 片岩 100 No.23 

短軸3.44m、深さ0.16mである。主軸方向は、 N-

93° -Eを指す。

床面は平坦である。第llO号住居跡の部分を暗褐

色土で埋めて貼り床状にしている。壁溝は南東隅を

除いて廻っていた。ピットは4基検出された。主柱

穴と考えられる。覆土は自然堆積である。カマドは

東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は土城状に掘

り込まれ、壁外に50cmほど突出している。さらにそ

の先は浅い段となり煙道となって lm以上延びて

調査区外に出ている。火床面は床面とほぼ同じかや

番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 残存 備考・出土位置

23 10.5 3. 8 2. 8 159. 9 片岩 100 No.25 

24 13.2 5. 0 2.4 212.6 片岩 100 No.26 

25 10.8 3.5 2.5 128. 3 砂岩 100 No.27 

26 (11.2) 2. 8 1. 7 71. 3 片岩 90 No. 24 • 28 

27 8.6 3.1 1. 9 65.8 砂岩 100 No.29 

28 9.4 3.5 1. 4 56. 5 片岩 100 No.30 

29 9.5 3.5 2.5 114. 6 片岩 100 No.31 

30 12.8 4.2 2.8 222.1 片岩 100 No.32 

31 9.2 3.7 1.8 87. 9 片岩 100 No.33 

32 11.4 3.9 2.3 104. 4 片岩 95 No.34 

33 10.2 3.8 3.4 213. 6 砂岩 100 No.35 

34 10.8 4.0 1. 9 112. 4 片岩 100 

35 8.5 2.7 2.0 75.4 片岩 100 

36 8.8 3.6 1.1 61. 6 片岩 100 

37 (8.2) 4.7 2. 5 133.1 片岩 60 No.25 

38 (5. 9) 1. 4 0. 9 11. 0 片岩 20 No.8 

39 10.2 (2.3) 1.8 65. 5 砂岩 80 

や低い。 4層は灰層である。袖は両側で確認された。

灰白色粘土で造られている。貯蔵穴は確認されなか

った。

遺物は、土師器の杯・甕、須恵器の高台付碗が出

土している。時期は10世紀である。

第104号住居跡 （第78図）

調査区の中央、 Y-51グリッドに位置する。第69

• 88号住居跡と重複関係にあり、いずれよりも新し

い。
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第121図 第113号住居跡出土遺物

第94表第113号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率（％） 備考・出土位置
1 須恵器蓋 (1. 4) EFHJ 普通 灰白 80 No.10 つまみ径1.9cm 
2 土師器坪 (13. 0) (3. 0) ABDEH 普通 にぶい橙 20 カマド
3 土師器坪 (13. 0) 3. 2 ABDEH 普通 にぶい橙 20 Pit 1 
4 土師器坪 (13. 0) (3.4) BDEH 普通 橙 15 カマド
5 土師器坪 (12. 0) (2.3) ADEH 普通 明赤褐 15 内面暗文
6 土師器甕 (21. 0) (7.4) ABDEH 普通 にぶい橙 20 No.2 
7 土師器甕 (22. 0) (13. 3) ABDEH 普通 にぶい赤褐 30 No.4 内外面やや磨耗
8 土師器甕 (20. 0) 26.1 4.6 ABDEH 不良 橙 40 No.3,カマド， 土師器甕 (19.4) (25. 8) ABDEH 普通 にぶい褐 65 No.5,カマド

平面形は南辺が長く、北辺が短い台形を呈する。

規模は長軸4.38m、短軸2.80m、深さ0.05mである。

主軸方向は、N-91°-Eを指す。

床面は平坦で、壁溝はなかった。ピットは検出さ

れなかったが、カマドの反対側の壁際に土城状の掘

り込みが 1基検出された。住居跡中央に30cmほどの

範囲で焼土が検出された。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

土壊状に掘り込まれ、突出している。袖は確認され

なかった。
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第11 2号住居跡
］ 暗褐色土 ローム粒 ・ロームプロック含む

2 暗褐色土 焼土粒 ・ローム粒 ・炭化粒含む

3 赤褐色土 焼土

4 暗褐色土 ローム粒含む

5 暗褐色士 ローム粒多砒、焼士粒 ・炭化粒少飛

゜水糸標高＝53.3m

2m  
＇ 1,60 

第122園 第112号住居跡・出土遺物

第95表第112号住居跡出土遺物観察表

番1号 1須恵器器：直 1 (:宅)| 9で 1 底］至 I !孟: I霊店 色： I残存:(%)1ヵマト
備考・出土位置

遺物は、上器は出土しなかったが埴輪片、上錘の

ほか礫が床面からまとまって出土した。時期を推定

できる遣物はないが9~10世紀であろうか。

第105号住居跡（第114図）

調壺区の中央、 Y-50グリッドに位置する。第75

• 81 • 107号住居跡と重複関係にあり 、第75• 81号

住居跡より古く、第107号住居跡より新しいと考え

られる。

平面形は長方形と推定される。規模は、長軸は4.46

mまで確認でき、短軸は3.76mである。深さは0.07 

mである。主軸方向は、 N-66°-Eを指す。

床面は平坦で、壁溝はなかった。ピットは 1基検

出された。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

浅い土城状に掘り込まれ、壁外に突出している。火

床面は床面とほぼ同じ高さと考えられる。袖は左袖

がわずかに残っていた。

遺物は、ほとんど出土しなかった。第107号住居

跡と一括であるが、甑の把手が図示できた。時期は

不明である。

第106号住居跡 （第115図）

調査区の東側、 X-55• 56グリッドに位置する。

他の遺構との直接的な重複関係はない。

平面形は基本的には長方形と思われるが、南辺が

長く北辺が短い台形を呈する。規模は長軸3.76m、

短軸3.28m。主軸方向は、 N-91°-Eを指す。

ほとんど床面まで削られているため、床面の状態

はわからない。壁溝はないようである。ピットは4

基検出されたが、いずれも浅く柱穴とは断定できな

い。カマドの反対側の壁際に、ごく浅い土城状の掘

り込みが1基検出された。覆土の状態もよくなかっ

たため床下土壊ではないかと思われる。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

土壊状に掘り込まれ、燃焼部の半分ほど壁外に出て

いる。火床面は床面よりやや低かったのではないか

と思われる。灰色の粘土が落ち込んでいることから、
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第11 4号住居跡
1 暗褐色土 焼土粒含む、ローム粒少批
2 焼土
3 灰沼
4 暗褐色士 焼土プロッ ク少拭、ローム粒多菌
5 暗茶褐色土 焼士粒 ・プロック多址
6 暗黄掲色士 焼士粒少祉、ローム粒多械
第11 5号住居跡
7 暗褐色土 ローム粒含む、焼土粒少最
8 暗褐色土 ローム粒含む

構築材には他の住居と同じように白色粘土が使われ

ていたと考えられる。袖は確認されなかった。

遺物は、土師器の甕、須恵器の甕の胴部破片が出

土した。

時期は10世紀であろう 。

第107号住居跡（第116図）

調査区の中央、 Y-50グリッドに位置する。第75

• 81 • 105号住居跡と重複関係にあり、いずれより

も古い。

平面形は長方形を呈する。規模は長軸約5.2mと

推定され、短軸は3.74mである。深さは0.07mで

ある。主軸方向は、 N-68°-Eを指す。

各住居跡の重複によ って床面の状況はよくない。

壁溝は北壁の西側部分と、南壁の東角を除いた部分、

それに東壁のカマドの左側の一部に薄く検出された

のが該当すると考えられる。ピットは検出されなか

った。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

壁内に収ま っている。袖は両袖とも確認された。第

105号住居跡と重複しているが、遺物は本住居跡に

伴うというのが調査時の所見である。土師器の坪．

高杯 ・壺 ・甕が出土した。出土位置は第75• 81号住

居跡と重複しない住居跡南側の床面である。

時期は 5世紀である。

゜水糸標高＝52.9m
2m 
＇ 1 : 60 

第108号住居跡 （第118図）

調査区の北東側、 U-57、V-57グリッドに位置

する。第109• 121号住居跡と重複関係にある。本住

居跡は第121号住居跡を拡張したものであり、第109

号住居跡よりは古い。

平面形は長方形である。規模は長軸4.78m、短軸

3.64mである。主軸方向は、 N-108°-Eを指す。

床面まで削平されていたため貼床が出てしまって

いた。壁溝は全周する。ピットはカマドの反対側の

壁際に 2基検出された。ピットも立替に伴って掘り

直されているとすれば、位置的にみて北側のピット
第123図第114• 115号住居跡
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第124図 第114• 115号住居跡出土遺物

第96表 第114• 115号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器蘭 底径 胎土 焼成 色調 残存率（％）

1 須恵器杯 (14.0) (3. 5) EH 普通 灰 15 

2 須恵器坪 (13.0) (3.4) DEH 普通 灰白 15 

3 須恵器碗 (16.0) (3.3) BEHJ 普通 灰黄 15 

4 須恵器長頸瓶 (12.0) (1. 7) EH 普通 灰 10 

5 須恵器坪 (1. 8) (7. 2) EH 良好 灰 20 

6 須恵器杯 (1. 3) (7.0) EFH 良好 灰 20 

7 須恵器薔 (14. 0) (1. 5) EH 普通 灰 15 

8 土師器坪 (13. 0) 2.7 (10. 0) ABEH 普通 にぶい赤褐 10 

， 土師器杯 (12. 6) 3.1 ABDEH 普通 明赤褐 40 

10 土師器坪 (13. 0) (3. 0) BDEH 普通 にぶい黄橙 30 

11 土師器坪 (12.0) (2. 7) ABDEH 普通 橙 15 

12 土師器坪 (12.8) (2.2) BDEH 普通 にぶい黄橙 15 

13 土師器甕 21. 6 28.9 4.5 ABEHJ 普通 にぶい赤褐 85 

14 土師器甕 (20.0) (14.4) ABDEH 普通 明赤褐 15 

15 土師器台付甕 (3. 0) ABEHJ 普通 にぶい褐 60 

16 石製模造品 長さ3.9cm 幅1.9cm 厚さ0.5cm 重さ5.3g 灰白 90 
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SJ114 



-<(「¥
匈象

念 匁

SJ 1 1 6 ミB．'¥、

-,:I 

B B' 

ア

゜水糸標高＝528m

'ii 

-,,:I 口

2m 
1 60 

ロニニ
＼ 二 つ

¥ ＼ ! 口

〖｀ 、 一＝←-フ

10cm 
l : 4 

第125図 第116号住居跡・出土遺物

第97表 第116号住居跡出土遺物観察表

釆田でロ「 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成

1 土師器杯 (13. 2) 3.9 DEH 普通

2 土師器杯 (13. 0) (2.6) BDEH 普通

3 土師器坪 (14. 0) (2. 5) DEH 普通

4 土師器坪 (13. 0) (2.1) DEH 普通

5 土師器 甕 (19.4) (9. 6) BOEH 普通

6 土師器甕 (8. 5) 4.5 ADEH 普通

が本住居跡に伴う可能性が高いと考えられる。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。第121号

住居跡のカマドの上に重複して造ったか、あるいは

そのままに近い状態で使ったと考えられる。燃焼部

は土城状に掘り込まれ、壁外に突出している。火床

面は床面より低い。袖は確認されなかった。

遺物は、土師器の杯・甕、須恵器の坪が出土した。

時期は 8世紀初～前半であろう。

第109号住居跡（第119図）

調査区の北東側、 U-57• 58、V-57• 58グリッ

ドに位置する。第108• 113 • 114 • 115 • 328号住居

色調 残存率（％） 備考 ・出土位置

褐 50 

にぶい橙 10 歪み大きい
にぶい橙 15 やや歪み有り
にぶい橙 50 

橙 15 歪み大きい

にぶい黄橙 20 

跡と重複関係にある。第108• 121号住居跡より新し

く、第113• 114 • 115号住居跡より古い。

平面形は方形である。規模は長軸5.20m、短軸5.10

m、深さ0.28mである。主軸方向は、 N-99°-Eを

指す。

第113号住居跡が重複しているため、床面の状況

はよくわからない。壁溝はカマドの右側は廻ってい

るが、左側はないようである。ピットは第113号住

居跡の壁溝に切られて 2基確認された。カマド左側

の壁際に床下土渡が検出された。

カマドは東壁のやや南寄りに造られていた。燃焼

部は土墟状に掘り込まれ、先端は傾斜して煙道状に
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第126図第117• 122号住居跡
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第127図 第117号住居跡出土遺物

第98表 第117号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率（％） 備考・出土位置
1 須恵器坪 (13. 2) 2.8 (6.0) ABEH 普通 にぶい褐 30 
2 須恵器坪 (12. 0) (2. 8) EHJ 良好 黄灰 30 貯穴
3 土師器坪 (13.0) 3.3 (8. 6) BDEH 普通 橙 20 壁溝備考 磨耗著しい
4 土師器 甕 (19.0) 18. 9 6. 5 ABDEH 普通 にぶい褐 40 貯穴

ロロニー］ ロ
口

゜
10cm 
I ~ 4 

第128図 第122号住居跡出土遺物

第99表 第122号住居跡出土遺物観察表

番冒三百讐
2 土師器脚付土器 ］ 三I::色調 残存率（％） 備考 ・出土位置

[:::: I 11000 1:；：脚部破片 中実
突出している。火床面は床面よりわずかに低い程度

である。灰層や天井崩落土が顕著に認められた。袖

は確認されなかった。

遺物は少なく土師器の杯と須恵器の坪が出土した。

また、第113号住居跡の壁溝に切られているピット

とその脇からは綱物石がまとま って出土した。出土

状況は、本住居跡の南壁際にかたまっており、第113

号住居跡の壁溝に切られた部分は、編物石が取り除

かれたようにきれいになくなっていた。時期は 8世

紀前半である。

第110号住居跡 （第112図）

調査区の北東側、 U-58、V-58グリッドに位置

する。第103号住居跡と重複関係にあり、第103号住

居跡は本住居跡を拡張したものである。

平面形は長方形と思われる。規模は長軸3.32m、

短軸3.08m、深さ0.02mである。主軸方向は、 N-

97° -Eを指す。

床面は平坦で、壁溝はなかった。ピットは 1基検

出された。床下土堀は 2基検出された。いずれも隅

丸長方形を呈し、埋め戻されていた。

カマドは検出されなかった。第103号住居跡のカ

マドがそっくり重複しているものと考えられる。
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第11 9号住居跡
］ 暗褐色士 表士層、ローム・焼土・炭化物 ・パミス多最

1 暗褐色士 誤褐色士 ・茶褐色士・焼土粒子・小プロック多黛、ローム粒少塁

2 暗黄褐色士 灰褐色土 ・ロームプロック ・粒子多駄、焼士粒・炭化物少紐

゜水糸標高＝53.lm

2m  
＇ 1 : 60 

こ 三
10cm 
1 : 4 

第129図 第119号住居跡・出土遺物

第100表 第119号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率（％） 備考・出土位置

1 土師器高坪 (17. 0) (3. 8) ABEH 不良 橙 20 内外面磨耗著しい

2 土師器壺 (18.4) (5. 7) ABDEHJ 普通 橙 15 

3 土師器甕 (16. 0) (20. 5) ABDEHJ 普通 にぶい赤褐 30 やや歪み有り

4 土師器甑 (22. 0) 25.4 (8. 0) ABDEHJ 普通 にぶい赤褐 40 

5 土師器甕 (10. 5) ABEHJ 普通 にぶい赤褐 20 頸部径約13cm

6 土師器甕 (3. 3) (8.6) BEHJ 普通 明赤褐 15 
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第12 0号住居跡
1 表土
2 暗褐色土 ローム粒 ・焼士粒 ・炭化粒を含む
3 暗茶褐色士 ローム多址
4 茶褐色土 ローム粒を含む

10cm 
1 : 4 

゜水糸標高＝51.6m

2m  
＇ 1,60 

第130図 第120号住居跡 ・出土遺物

第101表 第120号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率(%)1 備考 ・出土位置

1 須恵器杯 11. 8 3.7 7. 0 EHJ 普通 灰白 85 I No. l 
2 須恵器坪 (1.0) (8. 8) EHJ 良好 灰白 15 
3 須恵器坪 (0.8) (7. 0) EH 良好 灰 10 
4 土師器坪 (13. 0) (2. 5) ADEH 普通 にぶい赤褐 15 

貯蔵穴と思われる土壊状の掘り込みが南東隅に検

出された。大きさは96cmX90cmで、深さは32cmであ

った。

遺物は、土師器の甕、須恵器坪などが出土したが、

第103号住居跡の遺物が混入している可能性もある。

第113固1はこの中では古く、本住居跡に伴うもの

と考えられる。時期は、第103号住居跡が本住居跡

を拡張していると考えているので 9世紀後半として

おく 。

第111号住居跡 （第99図）

調査区の中央、X-51• 52グリッドに位置する。

第89• 118号住居跡、第 9号掘立柱建物跡と重複関

係にある。第118号住居跡よりは新しいが、 他の遺

構との新旧関係はつかめなかった。住居跡の北側半

分は調査区外に出る。

平面形は不明である。長方形であろうか。規模は

東西方向が2.5m、南北方向は1.65m検出された。

深さは0.08mである。主軸方向は、 N-88° -Eを

指す。

床面は平坦で、壁溝はなかった。ピッ トは検出さ

れなかった。

カマ ドは東壁に造られていた。燃焼部は壁外に突

出しているが下には掘り込まれていない。覆土には

ロームブロックが多量含まれており、埋め戻された

可能性がある。袖は確認されなかった。
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遺物は、

第131図

カマドから土師器の坪と須恵器高台付坪

が出士した。いずれも伏せられた状態であった。

時期は 9世紀後半である。

第123号住居跡

おきたい。

第112号住居跡 （第122図）

調査区の中央、 X-52、Y-52グリッドに位置す

る。第87• 89号住居跡、第9号掘立柱建物跡、第104

• 105 • 107号土壊と重複関係にあり、本住居跡が最

も古い。

平面形は長方形である。規模は長軸4.12m、短軸

3.38mである。主軸方向は、 N-88°-Eを指す。

かなり削平されており、貼床まで出ていたため床

面の状態は明らかでない。壁溝は検出されなかった。

ピットはカマドの反対側に 1基検出された。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

上壊状に掘り込まれ、壁外に突出している。掘り方

は浅く埋めており、火床面は床面より低かったよう

である。袖は確認されなかった。

遺物は、ほとんど出土しなかったが、須恵器の坪

が図示できたものである。時期は 9~10世紀として

第113号住居跡 （第119図）

調査区の北東側、U-57• 58、V-57• 58グリッ

ドに位置する。第108• 109 • 114 • 115 • 328号住居

跡と重複関係にある。第108• 109 • 121号住居跡よ

り新しく、第114• 115号住居跡より古い。

平面形は長方形である。規模は長軸4.86m、短軸

4.30m、深さ0.28mである。主軸方向は、 N-12°

-Eを指す。

床面は平坦で、壁溝はほぼ全周する。ピットは3

基検出されたが柱穴とは断定できなかった。

カマドは北壁のやや東寄りに造られていた。燃焼

部は土壊状に掘り込まれ、煙道は段を持って壁外に

突出している。掘り方を埋めて火床面は床面と同じ

高さにしている。灰層が残り天井崩落土が認められ

た。袖は両袖とも残っていたが、白色粘土を混ぜて

構築されていた。

遺物は、土師器の坪・甕が出土した。甕はカマド

の前面からの出土である。時期は8世紀中葉であろ
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うか。

第114号住居跡（第123図）

調査区の北東側、 U-57• 58グリッドに位置する。

第113• 115号住居跡と重複関係にあり、いずれより

も新しい。

平面形は方形である。規模は長軸3.20m、短軸3.10

m、深さ0.12mである。主軸方向は、 N-110°-E

を指す。

床面は平坦で、壁溝は全周する。ピットは検出さ

れなかった。住居跡中央に40cmほどの範囲で焼土が

検出された。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

壁外に浅い土墟状に掘り込まれている。掘り方を埋

め戻して火床面は床面より高く設定されている。焼

土化した天井崩落土や灰層がきれいに残っていた。

袖は検出されなかった。

遺物は、カマドの周囲を中心に土師器の杯・甕、

須恵器坪などが出土した。3は混入である。

時期は 8世紀中葉～後半と考えられる。

第115号住居跡（第123図）

調査区の北東側、 U-57• 58グリッドに位置する。

第113• 114 • 328号住居跡、第119• 121号土壊と重

複関係にある。第114号住居跡、第119• 121号土壊

よりも古く、他の住居跡より新しい。東側は第114

号住居跡によって壊されている。

平面形は長方形である。規模は長軸4.2mほどと

推定され、短軸は3.24mである。深さ0.03mであ

る。主軸方向は、 N-98°-Eを指す。

床面はほぽ平坦で、壁溝は全周するようである。

ピットは土壊状のものも含めて 3基検出されたが柱

穴と断定できるものはなかった。

カマドは検出されなかった。第114号住居跡が重

複している東側の壁に造られていたと考えられる。

遺物は、時期を推定できる遺物はないが、重複関

係から 8世紀中葉～後半と考えておきたい。

第116号住居跡 （第125図）

調査区の北東側、 T-57• 58、U-57• 58グリッ

ドに位置する。他の遺構との重複関係はない。遺構

の北側の大半は調査区外に出る。

住居跡の南西部分が三角形に検出されただけであ

るため、平面形は不明である。検出された部分は西

壁が2.26m、南壁は4.26mである。深さは 8cmであ

る。主軸方向は、東西方向でN-89°-W を指す。

床面は平坦で、壁溝は検出された範囲ではすべて

廻っている。ピットなどは検出されなかった。

カマドは検出されていない。調査区外の東壁ある

いは北壁に設置されていると考えられる。

遺物は、土師器の坪・甕が出土した。

時期は、小破片を復原しているが8世紀初頭～前

半と考えられる。

第117号住居跡 （第126図）

調査区の中央、 Z-50グリッドに位置する。第99

• 100 • 122 • 128号住居跡と重複関係にあり、第99

• 100号住居跡より古く、第122号住居跡より新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸5.74m、短軸

4.64m、深さ0.09mである。主軸方向は、 N-89°

-Eを指す。

住居跡のほとんどに第99号住居跡が重複している

ため、床面などの状況は不明である。壁溝は第99号

住居跡によって破壊を免れた部分には見られること

からほぼ全周していたと考えられる。ピットは検出

されなかった。

カマドは東壁に造られていた。カマドも第99号住

居跡が半分重複していたため残りがよくない。燃焼

部は土壊状に掘り込まれているが、壁内に収まって

いる。袖は左袖だけが確認されたが、袖の先端は第

99号住居跡によって切られていた。

遺物は、わずかであるが土師器の坪．甕、須恵器

の坪が出土した。4の甕は器壁が薄く口縁は「コ」

字状を呈している。

時期は 9世紀前半と考えられる。
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第119号住居跡（第129図）

調査区の中央、 Z-51グリッドに位置する。他の

遺構との重複関係はない。南側の大半は調査区外に

出る。

平面形は不明である。検出されたのは北辺が2.9

m、西辺は1.05mである。深さは確認面から 4cmほ

どになってしまったが、調査区の断面で確認すると

約30cmまでは立ち上がりが見られる。主軸方向は、

北壁でN-86°-Eを指す。

床面は平坦で、壁溝は所々切れている。ピットは

検出されなかった。

カマドは検出されなかった。調査区外の東壁に設

置されていると考えられる。

遺物は、土師器高坪．甕．甑などが出土した。l

は混入であろう 。

時期は 6世紀前半である。

第120号住居跡（第130図）

調査区の北側、 P-58、Q-58グリッドに位置す

る。他の遺構との重複関係はない。住居跡の東半分

は調査区外に出る。

平面形は不明である。検出された規模は、西辺が

2.90m、北辺は2.06mである。深さは0.07mである。

主軸方向は北辺で測ると、 N-90°-Eを指す。

床面は平坦で、壁溝は全周するようである。ピッ

トは検出されなかった。

カマドは検出されなかった。調査区外の東壁にあ

ると思われる。

遺物は、土師器坪、須恵器杯が出土した。

時期は幅を持たせて 8世紀後半～9世紀前半とし

ておく 。

第121号住居跡 （第118図）

調査区の北東側、 U-57、V-57グリッドに位置

する。第108号住居跡と重複関係にある。第108局住

居跡は本住居跡を拡張したものである。

平面形は長方形である。規模は長軸4.74m、短軸

3.18mである。主軸方向は、 N-107°-Eを指す。

第108号住居跡は床面まで削平されていたが、残

っていた貼床をはがしたところ、北壁の内側に壁溝

が検出され拡張されたものであることがわかった。

ピットはカマドの反対側の西壁際に検出された。2

基のうち南側のピットが本住居跡に伴うと考えられ

る。

カマドは検出されなかったが、第108号住居跡の

カマドが重複していると考えられる。

遺物は、土師器の甕の底部破片が本住居跡から出

土している。

時期を推定できる遺物はないが第108号住居跡が

8世紀前半とするならばそれに先行する近い時期と

なろう 。

第122号住居跡（第126図）

調査区の中央、 Z-50グリッドに位置する。第99

• 100 • 117 • 128号住居跡と重複関係にあり、第99

• 100 • 122号住居跡より古い。

平面形は不明である。住居跡の大半は第117号住

居跡などが重複しているため残っていない。検出さ

れたのは南北方向が3.36m、東西方向は0.7mにす

ぎない。主軸方向は、 N-82°-Eを指す。

床面などの状況は不明である。壁溝はカマドの左

側には見られるが、右側には検出されなかった。

カマドは東壁の北寄りに造られていた。燃焼部は

壁内に収まるようである。袖は両袖とも確認された

が先端は第117号住居跡が重複しているため、削ら

れていた。

遺物は、土師器の杯と土器の脚部と思われる製品

が出土した。

時期は、重複する第99• 117号住居跡と遺物の上

ではあまり時期差は感じられないが、重複関係から

9世紀前半以前となろう 。
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第123号住居跡 （第131図）

調査区の北側、 R-58グリッドに位置する。他の

遺構との重複関係はない。床面まで削られており、

カマドと貯蔵穴が検出された。住居跡の範囲は貼床

の範囲から推定した。カマド先端は調査区外に出る。

平面形は長方形と思われる。住居跡の規模は推定

であるが南北方向が3.3m、東西方向は2.5mほどと

考えられる。カマドの主軸方向はN-90°-Eを指

す。

床面の状態などは不明である。ピットは複数検出

されたが本住居跡に伴うかどうか断定できなかった。

カマドは東壁のやや南寄りと思われる所に造られ

ていた。燃焼部は壁外に出ているようである。

貯蔵穴と考えられる掘り込みがカマド右脇に検出

された。大きさは90cmX60cm、深さは16cmであった。

遺物は出土しなかった。

時期は不明である。
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